
Ⅰ　「未来をたくましく生きる力」をはぐくむ教育の推進
１　確かな学力と自立する力の育成　　　　　　　　　　　　
(1)　学力向上と学習の充実

項　　目 現状の数値 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
H26の
達成度

47％(H21) 50% 80% 90% B

実績 63.30% 85.60% 86.00% 86.10% 85.70%
各学校で学校差、学年差があるの
で実態に応じて指導する。

24％(H21) 30% 60% 80% B

実績 36.70% 63.40% 71.40% 78.50% 78.50%
各学校で学校差、学年差があるの
で実態に応じて指導する。

　　　※「現状の数値」は家庭学習時間に到達している児童生徒の割合を示す。

(2)　市全域における「小中一貫教育」の推進

項　　目 現状の数値 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
H26の
達成度

6.3回(H21) 11回 Ａ

実績 12.3回 34.7回 37回 ４７.８回 42.2回
中学校区によって差があるが，全
体として目標を達成している。

22.8時間(H21) 35時間 Ｂ

実績 32.0時間 49.7時間 ２９時間 3０.４時間 32.3時間
中学校区によって差があるが，概
ね目標どおり達成した。

(3)　「英語力向上プラン」事業の充実

項　　目 現状の数値 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
H26の
達成度

27％(H21) 30% 40% Ｂ

実績 23.0% 25.60% 36.90% 35.90% 40.40%
補助金の見直しを行ったので、よ
り上位の級を目指すように指導を
行う。

61％(H21) 65% 80% Ｃ

実績 65.0% 58.90% 52.10% 52.70% 54.20%
授業改善や受験指導等、指導力
向上に向けた指導を行う。

(4)　個に応じた特別支援教育の充実
(5)　ＩＣＴ利活用教育の推進と充実

項　　目 現状の数値 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
H26の
達成度

平均58.4%
(H21)

75% 90% Ｂ

実績 65.9% 74..0％ 75.1% 7５..７％ 76.5%
苦手意識を持つ教職員を中心に
研修形態の工夫を行い、指導力
向上を図る。

２　心の教育の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(1)　いじめ問題や不登校への適切な対応

項　　目 現状の数値 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
H26の
達成度

0.2％(Ｈ21) Ａ

実績 0.12% 0.09% 0.15% 0.09% 0.11%
不登校生徒数の出現率は、昨年
度並である。引き続き個別の支援
に努める。

2.2％(Ｈ21) Ａ

実績 1.83% 1.89% 1.48% 1.57% 1.56%
不登校児童数の出現率は、昨年
度並である。引き続き個別の支援
に努める。

(2)　「命を大切にする心を育む」道徳教育の充実

英語検定試験４級合格率

教職員のＩＣＴ活用指導
力の「活用できる」評価

不登校の出現率(小学生）

不登校の出現率(中学生)

薩摩川内市教育振興基本計画（進行状況）

家庭学習時間
小学校「30分+学年×10分」

家庭学習時間
中学校「２時間以上」

児童生徒の交流活動
（中学校区単位の
　　年間実施平均回数）

教職員の授業交流
（中学校区単位の
　　年間実施平均時間）

英語検定試験３級以上合
格率

漸 次 増 加

漸 次 増 加

漸 次 減 少

※各年度の達成度欄には次の記号で表す

Ａ・・・目標をかなり上回って達成した。

Ｂ・・・概ね目標どおり達成した
Ｃ・・・目標をやや下回った。
Ｄ・・・目標をかなり下回った。

※下段は，課題や今後の改善点のコメント

漸 次 増 加

漸 次 増 加

漸 次 増 加

漸 次 増 加

漸 次 減 少

漸 次 増 加

漸 次 増 加

漸 次 減 少

漸 次 増 加

漸 次 増 加

漸 次 増 加

漸 次 増 加

漸 次 減 少

漸 次 増 加漸 次 増 加
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３　たくましい体の育成
(1)　家庭・学校・地域が一体となった体力向上の推進と充実

項　　目 現状の数値 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
H26の
達成度

98.2％(H21) 100% Ｂ

実績 97.60% 97.90% 97.85% 97.67% 97.50%
課題となる運動(項目)を重点化し，
目標に近づける。

67.8％
(H21)

75% Ｂ

実績 65.80% 65.00% 74.60% 67.60% 66.50%
引き続き運動を行っていない生徒
への指導を行う。

(2)　「食」に関する指導を中心とした基本的生活習慣の確立

項　　目 現状の数値 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
H26の
達成度

4％(H21) 2% Ａ

実績 4% 4% 2% 2.10% 1.95%
さらに「食」に関する指導を推進し
ていく。

４ 郷土（ふるさと）教育の推進
(1)　「薩摩川内元気塾事業」の推進
(2)　ふるさと薩摩川内を学ぶ活動の推進
５ 幼・保・小連携による幼児教育の充実

Ⅱ　信頼され責任を果たす学校づくりの推進
１　適切な教育環境づくり
(1)　学校の再編等　　　　
(2)　教育環境の整備・充実
　ア　校舎等の整備

項　　目 現状の数値 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
H26の
達成度

63.5%
（H21末）

Ｂ

実績 68.5% 79.30% 89.80% 92.00% 96.00% 計画的耐震補強・財源確保

(3)　学校給食の充実
　ア　学校給食の管理，運営体制の整備
　イ　地産地消の推進による学校給食の充実

項　　目 現状の数値 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
H26の
達成度

71.3%(H21) Ｂ

実績 80.3% 69.20% 79.8% 74.5% 76.67%
生産量、価格等により、調達が難
しい時期もあるが、地場産物を積
極的に活用する。

２　児童生徒の安全確保

項　　目 現状の数値 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
H26の
達成度

89％(H21) 95% Ｃ

実績 93% 91.00% 91.65% 91.77% 84.73%
市教委が主催する講習会へ積極
的な参加を促す。

３ 教職員の資質向上
(1)　研修会の充実と学校への個別指導の徹底
(2)　県内外の教育先進地及び教育機関等での教職員研修
４ 開かれた学校づくり
５ 保護者への経済的支援
(1)　就園奨励及び就学援助等の充実
(2)　奨学資金制度等の周知と積極的な活用の促進

朝食欠食の児童生徒の割
合

校舎等の耐震化率

　イ　教材・教具の整備

地場産物の活用

教職員の救命講習受講率

全国を１００としたときの
児童生徒の体力・運動能力

運動部活動の加入率

漸 次 増 加

漸 次 減 少

漸 次 増 加

増 加

漸 次 増 加

早期の１００％をめざす

漸 次 増 加

漸 次 減 少

漸 次 増 加

増 加

漸 次 増 加

早期の１００％をめざす
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Ⅲ　健康で心豊かに生きる環境づくりと文化・スポーツの振興
１　社会全体の教育力の向上　 　 　　　　
(1)　青少年の健全育成
　ア　青少年を守り育てる運動の促進
　イ　青少年活動の推進

項　　目 現状の数値 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
H26の
達成度

25人
（H21） Ａ

実績 ４１人 １０人 １５人 16人 80人
北薩３市２町で持ちまわり開催しており、本市開催
であったため多くの指導者の参加が得られた。他市
町開催年度の参加者確保が課題である。

125人
(H21） Ｂ

実績
口蹄疫予防対策
で中止 １３２人 １３８人 110人 120人

市子連事業として、異年齢活動のリーダー養成事
業として積極的に取り組んだ。
プログラム内容は、アンケートなどを参考に見直し
を図り、参加者の増に繋げたい。

44人(H21) Ｄ

実績
口蹄疫予防対策
で中止 ５６人 １３８人 2人 2人

市イン・リーダー研修会と地区ジュニア・リーダー養
成事業の日程調整ができず重複した。市イン・リー
ダー研修会に参加者が集中し、養成事業への参加
者が少なくなった。

　ウ　「少年自然の家」における体験活動の推進

項　　目 現状の数値 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
H26の
達成度

468団体
（H21）

520団体 Ｃ

実績 437団体 402団体 397団体 377団体 ３９７団体

学校の統廃合による学校単位の利用減や自主グ
ループの解散等により利用が減り、目標に至らな
かった。ただ、研修延人数は36,000人前後を維持し
ていた。今後も生涯学習の研修や家族等の利用の
促進を図る。

(2)　家庭と地域の教育力の充実
　ア　家庭の教育力の充実

項　　目 現状の数値 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
H26の
達成度

4,721人
(H21) Ａ

実績 4,513人 5,524人 5,518人 5,956人 6,053人

児童生徒数が減少する中、研修
テーマや学級行事を工夫すること
で参加者の増加が図られたが、維
持できるか課題である。

　ウ　社会教育段階の育成
２　生涯学習環境の充実
(1)　学習活動の促進
　ア　地域学習活動の推進

項　　目 現状の数値 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
H26の
達成度

180回
4,942人
（H21）

Ｃ

実績
184回

4,782人
198回

5,729人
160回

4,432人
126回

4,533人
129回

4,589人

地域の生涯学習の振興に寄与するものであり、地
区コミが講座等を主体的・自主的に開設・運営して
いけるよう支援の強化を図る。すべての地区での実
施実績を目指す。（事業未実施7地区）

項　　目 現状の数値 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
H26の
達成度

60人(H21) Ｂ

実績 ６４人 ６４人 ６４人 67人 66人
広報誌等で事業の周知を図るとと
もに、登録者の活用促進を図る。

すてきびと登録者数

イン・リーダー養成研修
会参加者

ジュニア・リーダー養成
事業受講者

少年自然の家利用団体数

家庭教育学級参加者（年
間）

社会教育活動活性化推進
事業講座等実施回数・参
加者数

　イ　人材の育成・活用

地区少年団体成人指導者
養成事業受講者

増 加

増 加

増 加

増 加

増 加

増 加

増 加

増 加

増 加

増 加

増 加

増 加

増 加

増 加

増 加

増 加

増 加

増 加

増 加

増 加

増 加

増 加
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　ウ　読書活動の推進

項　　目 現状の数値 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
H26の
達成度

8.9冊(H21) Ａ

実績 9.9 10.1 11.0 11.6 12.5
学校、家庭、地域、市立図書館等
における第二次子ども読書活動推
進計画の着実な推進を図る。

2.3冊(H21) Ａ

実績 2.5 2.1 2.7 3.08 4.2
学校、家庭、地域、市立図書館等
における第二次子ども読書活動推
進計画の着実な推進を図る。

(2)　生涯学習環境の整備
(3)　図書館機能の充実

項　　目 現状の数値 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
H26の
達成度

198,988冊
(H21)

260,000冊 C

実績
（冊）

212,755 212,891 223,401 232,017 241,884
配架スペースも限界があり、適宜な除
籍とのバランスが必要。

303,940冊
(H21)

330,000冊 C

実績
（冊）

328,558 351,205 336,767 320,087 315,529
新刊の早期購入や人気図書の複数購
入など、利用者目線に立った資料の整
備・充実に努める。

63,309冊
(H21) C

実績
（冊）

59,995 65,113 65,411 63,183 61,059
コースの統合・見直しや、積載図書の
工夫・充実を図る。

３　文化・芸術の振興　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 
(1)　文化芸術活動の促進

項　　目 現状の数値 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
H26の
達成度

9,540人
(H21)

10,300人 Ａ

実績 8,733人 8,314人 9,866人 10,851人 11,304人
集客性の高い企画展の実施とそ
のＰＲの徹底。

15,528人
(H21)

18,000人 Ｃ

実績 11,378人 9,485人 9,910人 11,032人 11,156人
市民が興味を持ちやすい企画展
やイベントを開催する。

(2)　地域文化の継承・発展
(3)　文化財の保存・活用

項　　目 現状の数値 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
H26の
達成度

174件(H21) 180件 Ａ

実績 174件 １７４件 177件 177件 183件
国指定文化財については、今後、
件数が増加する方向で協議中で
ある。

歴史資料館・郷土館利用
者数（年間）

まごころ文学館利用者数
（年間）

国・県･市指定文化財件数

月あたり読書量［小学
校］

月あたり読書量［中学
校］

蔵書冊数（各年度末）
(※雑誌を含む。)

中央館･分館貸出冊数(年
間)

移動図書館貸出冊数(年間)

増 加

増 加

維 持

増 加

増 加

維 持維 持維 持
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参考
４　スポーツの振興

(1)　健康・生涯スポーツ教室の充実

項　　目 現状の数値 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
H26の
達成度

11地区コミ
(H21)

15地区 30地区 40地区

実績 11地区 11地区 1地区
市民健康課「介護予防事業」に集
約

延べ1,670人
(H21)

2,000人 C

実績 1,197人 1,389人 1,416人 1,089人 1,280人
市広報、ＨＰ、ＦＭさつませんだい
において広報

(2)　競技スポーツの活性化

項　　目 現状の数値 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
H26の
達成度

２9団体
7,230人 (H21)

30団体
7,500人

50団体
10,000人 Ａ

実績
25団体

5,539人
23団体

4,990人
３３団体
5,701人

70団体
12,643人

52団体
10,219人

研修センター利用の案内
市外団体への広報・案内

　　　　　　　　　　　　　　　　※人数は延人数である。

シニアスポーツリーダー
派遣事業実施地区

各種健康スポーツ教室受
講者数

スポーツ合宿誘致
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